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【新聞を隅から隅まで読み行けば 次々とでる四字熟語かな】 

 「にゃんこ四字熟語辞典」その 1，その 2

が出ていたことは知っていたが、にゃんこに

続いてわんこが出てくるとは仰天動地とまで

はいかないが二匹目狙いで来たかだった。 

「四字熟語」はいろんな会合で紹介してい

た「古今東西」ゲームのお題 NO.1 として活

用中である。ジョークサロンでも締めのゲー

ムに昇格している。 

どこでブームになっているのだろうか。 

結構な数の人達が遊んでいるのか、勉強しているのか。どうなのだろうと興味津々である。 

 

購読中の新聞を隅から隅まで読んでみると、これまで知らなかった四字熟語に出会うこともあり、それ

なりに楽しんでいる。四字熟語ではないが漢字四字なならば、見出しや本文中に溢れるばかりだ。 

16、17日の日経・読売から「四字熟語」と覚しきものを抜き出すと、あるはあるは・・・である。 

「悪口雑言」「誹謗中傷」「百戦錬磨」「栄枯盛衰」「一木一草」「軽佻浮薄」「中途半端」「賛否両論」「手練

手管」「容姿端麗」「伝統文化」「言行一致」「臨機応変」「喜怒哀楽」「長寿回生」「奇想天外」「老若男女」

「整理整頓」「自嘲気味」「共生社会」「民主主義」「生活習慣」「毀誉褒貶」「唯一無二」「世説新語」「一陽来

復」「反骨精神」「取捨選択」「興味津々」「慈善活動」「機運醸成」「自暴自棄」「一生懸命」「音信不通」 

これだけ抜き出せば、どんな会合で「古今東西」を行っても「四字熟語」では大丈夫だろう。 

 

ということで、本年のお写落日記を読み返しつつ月毎に 「四字熟語（時には四字漢字）風」まとめを行

ってみようと思う。 

 

1月  生活応援  読売新聞「よみうり生活応援隊」で募集していた 

「私のコレクション」にゲームコレクターとして登場。 

 年明けに御籤引いたら小吉つづきでショウキチ 

参っていたので元気回復だった。 

 

2月  救急病院  帯状疱疹と思いつつ昭和医大に駆け込んだが、 

内科担当の医師は明言せず。 

             生憎その日は日曜だったが、運良く奥方が日曜 

日でも開業の渋谷で人気の皮膚科を想い出して直行・・・・ 

一目見るなり「帯状疱疹ですね」で一件落着。 

ということで２回目の帯状方針も無事治癒。昭和医大に退場方針出したい。 

              

3月  眼科歯科  健康診断の延長で眼科と歯科通い。視力、歯力、資力尽くしの通院。 

 「癌か？死か？」なんてことを考えることなく、無事に通院終了。 

 

4月  長崎帰省  圧迫骨折の余波でベッド生活を余儀なくされたお袋の見舞いに帰省。 

             親父の墓参りにも出向くが、例によって「長崎は今日も雨だった」だった。 

             美味しい弁当でも食べようと土産物売り場の女性に教えて貰って食べたのが 

             「中華弁当」。奥方は自分の直感で「牛肉弁当」を選ぶ。半分ずつ食べ比べての 

             勝負は僅差で牛肉弁当の勝利。 

         

  



5月  新規開拓  田園調布在住の知人先輩が体操やヨガに通うシニアステーション見学に出向くと 

「脳トレカードゲーム」を始めますという話。先輩が小生のことを「カードゲームの 

達人」なんて紹介するので、顔出しすることになった。 

・・・・・その偶然が今もつづき、毎月２回の「カードゲーム講習」を継続中。 

講習なのだが交通費も謝礼もない。出るのは小生の「ダジャレ」だけである。 

6月  公共放送   NHK朝ドラ「らんまん」で、主人公牧野万太郎が一目惚れした和菓子屋 

          の娘（寿恵子）が愛読していたのが「南総里見八犬伝」。 

こども文学全集で八犬伝を読んで覚えたのは「仁義礼知忠信孝悌」。 

八人全部は覚えてなかったが、犬塚 信乃、犬田 小文吾の二人は間違い 

なく記憶の彼方にあった。 

               そしてボクはフィリピンで同僚だった犬走英樹さんを想い出してしまった。 

 

7月  起承転結    足立区役所からシニア大樂経由で依頼を受けた講演に出向く。 

               聴衆は３００人。演題は『ユーモアはシニアの活力源』。 

               無事に終えてほっとする。講演テキストは４枚。起承転結で無事落着。 

 

8月  地球沸騰  残暑、酷暑続きで残酷暑ともいう今夏は猛暑日数が過去最高となり、暑くて暑く 

てもうしょうがない。「温暖化」を超えて「地球沸騰」と言う人も出てきた。 

近所の公園を横切る折に何気なく眺めると、人っ子ひとりもいない。 

 

9月  祝誕生日   9月 22日（水）無事に 72才の誕生日を迎える。甥っ子の 25才の誕生日祝 

いと小生の誕生日祝いを兼ねてのランチは誕生日定番のスキヤキ。 

次回のスキヤキは 2024年 9月 22日。それを楽しみに長生きしようと思った。 

 

10月 学童保育   コロナ禍の影響で取り止めになっていた学童保育ボランティア活動の復 

活。四年ぶりのゲーム講習に燃えた。子供達の笑顔も見て、小学校は笑学 

校という感じになった。 

 

11月 猫英単語    新聞広告で「にゃんこ四字熟語辞典」があったのことも思い出した。書店でパラ 

パラとめくって眺めただけだったが、図書館にあるようならこちらも勉強してみよ 

うかと思っている次第である。 

               五千円以上チャージしていたスイカを最寄り駅で紛失。出先から連絡して、 

               夕方照会すると「千鳥町駅に届いてますよ」と。感謝感激だった。 

 

【大谷の大型契約報道で ひらめく名前大銭招聘 

 

12月 大谷翔平   「大谷翔平が名前を変えるって知ってます？」 

  「本当ですか？ ナンテ改名するのですか？」 

「大型契約で大金が転がり込むから、  

大銭招聘（おおぜにしょうへい）になるらしい」 

 

ロスアンゼルス・ドジャースの幹部は、相思相 

愛の大谷翔平と無事に入団契約を結んだので 

喜び溢れて詠む 

 

大谷のドジャース入団決定し 幹部喜ぶ「どじゃ、すごいだろ」 


